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委員会名 委員長 副委員長 委　員

バスターミナル整備特別委員会 加藤義信 村瀬誠三 藤根圓六 武藤孝成 上野欣也
古川雅一 寺町祥江

観光整備特別委員会 山崎　通 操　知子 石神　真 福井一德 郷　明夫
加藤裕章

議会制度評価検証特別委員会 寺町祥江 古川雅一

藤根圓六 武藤孝成 石神　真
上野欣也 山崎　通 福井一德
村瀬誠三 操　知子 郷　明夫
加藤義信 加藤裕章

岐北衛生施設利用組合議員（山県市選出） 加藤義信 吉田茂広 武藤孝成 加藤裕章 寺町祥江

新
た
な
議
会
構
成
決
ま
る

　
第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
投
票
に
よ
り
議
長
に
吉
田
茂
広
議
員
、
副
議
長
に
武
藤
孝
成
議
員

が
選
出
さ
れ
、
議
会
運
営
委
員
会
、
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
の
新
た
な
議
会
構
成
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ

り
、
議
長
な
ら
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
与
え
ら
れ
た
職
責
に
改
め
て

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
待
望
の
東
海
環
状
自
動
車

道（
仮
称
）高
富
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
完

成
や
、
明
智
光
秀
を
主
人
公
と
し
た
大
河

ド
ラ
マ「
麒
麟
が
く
る
」の
放
映
な
ど
本
市

を
大
き
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
で
も
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
各

事
業
推
進
の
た
め
に
も
引
き
続
き
議
会
へ

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議
長
・
副
議
長 

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

議
会
選
出 

監
査
委
員

議長
吉田 茂広

【委員長】
石神　真

【副委員長】
古川雅一上野欣也福井一德加藤裕章

加藤義信

村瀬誠三

𠮷田茂広

石神　真

操　知子

福井一德

藤根圓六

武藤孝成

山崎　通

上野欣也

【副委員長】
郷　明夫

【副委員長】
寺町祥江

【委員長】
古川雅一

【委員長】
加藤裕章

副議長
武藤 孝成

藤
根 

圓
六

議会運営委員会

総務産業建設委員会

厚生文教委員会

やまがた議会だより 第65号
2019年8月1日発行 2

議

会

構

成



令和元年第１回臨時会

【専決処分案件】
承第１号 山県市税条例等の一部を改正する条例の専決処分について 承認（全会一致）

承第２号 山県市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分について 承認（全会一致）

【人事案件】
選第１号 山県市選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について 当選（全会一致）

選第２号 岐阜県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について 当選（全会一致）

議第51号 山県市監査委員の選任同意について 同意（全会一致）

議第52号 山県市公平委員会委員の選任同意について 同意（全会一致）

議第53号 山県市教育委員会委員の任命同意について 同意（全会一致）

議第54号 山県市教育委員会委員の任命同意について 同意（全会一致）

【条例案件】
議第55号 山県市中小企業及び小規模企業振興基本条例について 可決（全会一致）

【報告案件】
報第３号 専決処分の報告について －

報第４号 専決処分の報告について －

令和元年
第1回臨時会

令和元年
第2回定例会

議案	 11件
【専決処分案件】	 2件
【人事案件】	 6件
【条例案件】	 1件
【報告案件】	 2件

議案	 35件
【人事案件】	 14件
【条例案件】	 10件
【予算案件】	 4件
【その他】	 2件
【委員会案件】	 1件
【意見書】	 1件
【報告案件】	 3件

5月13日6月6日〜6月24日
（19日間）

こんな議案が
決まりました

議会制度評価検証特別委員会を設置
　

6
月
定
例
会
に
お
い
て「
議

会
制
度
評
価
検
証
特
別
委
員
会

の
設
置
」
が
議
会
運
営
委
員
会

提
出
の
議
案
と
し
て
提
出
さ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
。

【
目
的
】

　

効
率
的
な
議
会
運
営
を
行
う

た
め
の
検
証
と
評
価
を
行
い
、

議
会
活
動
の
あ
り
方
、
議
員
定

数
や
議
員
報
酬
な
ど
に
関
す
る

調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

【
定
数
】

　
議
長
を
除
く
13
人

【
調
査
期
間
】

　

議
会
の
閉
会
中
も
調
査
で
き

る
も
の
と
し
、
議
会
が
本
調
査

終
了
を
議
決
す
る
ま
で
継
続
し

て
調
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。
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令和元年第２回定例会

【人事案件】

議第56号～62号 山県市高富財産区管理委員の選任同意について 同意（全会一致）

議第63号～69号 山県市政治倫理審査会委員の委嘱同意について 同意（全会一致）

【条例案件】

議第70号 消費税率及び地方消費税率の引上げに伴う関係条例の整備に関する条例に
ついて 可決（賛成多数）

議第71号 山県市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例について 可決（全会一致）

議第72号 山県市常勤の特別職職員の給与に関する条例の特例を定める条例の一部を
改正する条例について 可決（全会一致）

議第73号 山県市常勤の特別職職員の期末手当の特例に関する条例の一部を改正する
条例について 可決（全会一致）

議第74号 山県市税条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

議第75号 山県市振興券支払基金条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

議第76号 山県市福祉医療費助成に関する条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

議第77号 山県市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例について 可決（全会一致）

議第78号 山県市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

議第79号 山県市市営住宅管理条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

【予算案件】

議第80号 令和元年度山県市一般会計補正予算（第１号） 可決（賛成多数）

議第81号 令和元年度山県市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決（全会一致）

議第82号 令和元年度山県市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 可決（全会一致）

議第83号 令和元年度山県市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決（全会一致）

【その他】

議第84号 財産の取得について 可決（賛成多数）

議第85号 市道路線の変更について 可決（全会一致）

【委員会案件】

発議第1号 特別委員会の設置に関する決議について 可決（全会一致）

【意見書】

発議第2号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書について 可決（全会一致）

【報告案件】

報第５号 専決処分の報告について －

報第６号 平成30年度山県市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について －

報第７号 山県市土地開発公社経営状況について －
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賛否が分かれた議案

議案番号
議
決
結
果

寺
町
祥
江

加
藤
裕
章

古
川
雅
一

加
藤
義
信

郷
　
明
夫

操
　
知
子

村
瀬
誠
三

福
井
一
德

山
崎
　
通

上
野
欣
也

吉
田
茂
広

石
神
　
真

武
藤
孝
成

藤
根
圓
六

議第70号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ― ○ ○ ○

議第80号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ― ○ ○ ○

議第84号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ― ○ ○ ○

※○は賛成、●は反対。なお、議長は採決には加わらない。

採
決
に
あ
た
っ
て
の
主
な
討
論

Q
防
災
マ
ッ
プ
作
成
業
務
委

託
の
対
象
と
な
る
３
カ
所
の

た
め
池
は
補
強
の
対
策
は
あ

る
の
か
。

A
現
在
の
調
査
で
は
緊
急
に

補
強
が
必
要
で
は
な
い
た
め
、

補
強
の
予
定
は
な
い
。

　

条
例
改
正
の
う
ち
体
育
施
設
使
用
料

に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
さ
れ
て
い
る

事
業
で
使
用
料
総
額
も
少
な
く
、
指
定

管
理
者
の
経
営
で
カ
バ
ー
し
、
市
民
へ

の
負
担
を
軽
減
す
る
意
味
か
ら
条
例
を

改
正
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
立
場
か
ら

反
対
。

　

令
和
元
年
度
の
当
初
予
算
で
は
、
他

の
路
線
の
方
が
緊
急
と
し
て
、
西
深
瀬

地
内
の
農
免
道
路
が
重
点
的
に
整
備
さ

れ
る
予
算
に
反
対
し
た
。
今
回
の
補
正

予
算
で
は
、
岐
北
厚
生
病
院
付
近
の
市

道
整
備
が
進
ま
な
い
中
、
農
免
道
路
の

整
備
を
進
め
る
計
画
が
提
案
さ
れ
た
。

当
初
予
算
と
同
様
に
、
今
回
の
補
正
予

算
に
つ
い
て
も
反
対
。

Q
た
め
池
に
関
し
た
地
域
防

災
計
画
の
位
置
づ
け
は
。

A
老
朽
た
め
池
対
策
、
風
水

害
な
ど
に
よ
っ
て
土
砂
崩
壊

の
危
険
が
生
じ
た
箇
所
の
修

繕
に
つ
い
て
計
画
上
位
置
づ

け
て
い
る
。

Q
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
導
入

支
援
事
業
に
よ
り
導
入
す
る

ド
ロ
ー
ン
の
使
用
目
的
及
び

使
用
者
の
講
習
受
講
は
。

A
従
来
、
委
託
先
が
行
っ
て

い
た
農
薬
散
布
や
除
草
剤
散
布

の
省
力
化
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の

た
め
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
す
る
も

の
で
あ
る
。
講
習
な
ど
も
受
け

る
よ
う
に
し
て
い
く
。

反
対
討
論

反
対
討
論

総
務
産
業
建
設
委
員
会

予
算
案
件

【
議
第
80
号
】
令
和
元
年
度

山
県
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

主
な
質
疑

付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議

議
第
70
号

　

消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の
引

上
げ
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例

議
第
80
号

　

令
和
元
年
度
山
県
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

　
第
２
回
定
例
会
で
は
、
総
務
産
業
建
設
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
1
件
の
意
見
書

を
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
政
府
関
係
機
関
な
ど
へ
提
出
。

可
決
さ
れ
た
意
見
書

　

現
行
の
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
」
は
令
和
３
年
３
月
末
を
も
っ

て
失
効
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
過
疎
地

域
が
、
そ
こ
に
住
み
続
け
る
住
民
に

と
っ
て
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域

と
し
て
健
全
に
維
持
さ
れ
る
こ
と
は
、

同
時
に
、
都
市
を
も
含
め
た
国
民
全
体

の
安
心
・
安
全
な
生
活
に
寄
与
す
る
も

「
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す
る
意
見
書
」

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
総
合

的
な
過
疎
対
策
を
充
実
強
化
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
国
に
対

し
、
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
及
び

現
行
法
第
33
条
の
規
定
に
よ
る
「
市
町

村
の
廃
置
分
合
等
が
あ
っ
た
場
合
の
特

例
」
を
引
き
続
き
設
け
る
こ
と
を
強
く

要
望
す
る
。

▲ため池ハザードマップ
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Q
中
山
間
地
域
等
担
い
手
育

成
事
業
は
農
地
集
積
が
１
つ
の

目
的
で
あ
る
が
、
機
械
導
入
の

支
援
に
よ
っ
て
農
地
集
積
の
実

績
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

A
平
成
30
年
度
は
11
ヘ
ク
タ
ー

ル
が
集
積
さ
れ
、
同
年
度
末
で

合
計
2
2
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
集

積
で
あ
っ
た
。

Q
市
と
係
争
中
の
業
者
を
指

名
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

A
現
時
点
で
は
資
格
停
止
を
し

て
い
な
い
の
で
、
入
札
参
加
に

制
限
を
設
け
る
こ
と
は
特
に
し

な
い
。

Q
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
料
が

施
設
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る

が
、
市
の
基
準
が
あ
る
の
か
。

A
基
準
は
な
い
が
、
照
明
の
灯

数
と
基
数
の
差
に
よ
っ
て
使
用

料
に
違
い
が
あ
る
。

Q
メ
ー
カ
ー
の
偽
り
な
ど
に

よ
り
、
軽
自
動
車
税
に
お
け
る

環
境
性
能
割
の
納
付
す
べ
き
額

に
不
足
が
あ
っ
た
場
合
、
購
入

者
が
1
割
増
し
の
追
加
納
付
を

す
べ
き
理
由
は
。

Q「
未
婚
の
臨
時
特
別
給
付

金
」対
象
者
の
範
囲
と
周
知
方

法
は
。

A
法
律
婚
や
事
実
婚
を
さ
れ
て

い
な
い
人
や
事
実
婚
を
さ
れ
て

い
て
も
相
手
方
の
生
死
が
分
か

ら
な
い
場
合
も
対
象
と
な
る
。

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知

す
る
。

Q
家
庭
的
保
育
事
業
の
周
知

方
法
は
。

厚
生
文
教
委
員
会

条
例
案
件

【
議
第
70
号
】
消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の

引
上
げ
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例

【
議
第
77
号
】
山
県
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
議
第
74
号
】
山
県
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

主
な
質
疑

そ
の
他
案
件

【
議
第
84
号
】

財
産
の
取
得 ▲平成30年度に導入した

コンバイン

　
採
決
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た

議
第
70
号
か
ら
議
第
73
号
、
議

第
79
号
、
議
第
80
号
、
議
第
84

号
及
び
議
第
85
号
の
議
案
は
全

会
一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
た
。

　
討
論
は
、
議
第
70
号
に
つ
い

て
反
対
討
論
が
あ
り
、
採
決
の

結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
第
70
号

は
、
賛
成
多
数
で
、
議
第
74
号

か
ら
議
第
78
号
及
び
議
第
80
号

か
ら
議
第
83
号
は
、
全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

Q
消
費
税
引
上
げ
に
伴
い
、

指
定
管
理
事
業
の
使
用
料
に

対
す
る
上
乗
せ
分
は
年
間
ど

の
程
度
か
。

A
年
間
で
は
37
万
3
0
0
0

円
、
本
年
度
は
10
月
か
ら
で

18
万
6
5
0
0
円
と
な
る
。

A
軽
減
措
置
の
適
用
が
間
違
っ

て
い
た
ら
、
減
税
さ
れ
た
分
を

納
め
て
い
た
だ
く
と
解
釈
し
て

い
る
。
軽
自
動
車
税
に
限
ら
ず
、

普
通
自
動
車
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

全
て
に
関
し
て
、
購
入
者
が
追

加
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

軽
自
動
車
税
の
み
適
用
し
な
い

と
い
う
考
え
は
な
い
。

Q
放
課
後
児
童
支
援
員
の
有

資
格
者
数
、
配
置
状
況
と
今

後
の
考
え
は
。

A
有
資
格
者
22
名
で
、
子
ど
も

40
人
に
2
人
配
置
し
て
い
る
。

こ
の
水
準
を
今
後
も
続
け
て
い

き
た
い
。予

算
案
件

【
議
第
80
号
】

令
和
元
年
度
山
県
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

【
議
第
78
号
】

山
県
市
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

所管事務調査報告
岐北厚生病院周辺整備の進捗状況

　市南部の環状道路ともなる南側の
市道11013号は令和3年度に交差点
改良を含む工事に着手すること、旧
国道であった南北道路の市道11005
号は歩道整備及びバス停整備を中心
に平成30年7月までに完成したこと
などの説明があった。

道路改良工事（武士ヶ洞）
　旧県道の北側部の市道11129号で
は平成30年度繰越工事として、石田
川に架かる長尾橋（橋長17.5ｍ　道路
幅員9.75ｍ）の上下部工を施工中であ
ること、その南側の長尾用水までの
道路整備は令和元年度に施工される。

総務産業建設委員会（6月14日） （文責　郷　明夫）

A
第
2
次
子
ど
も
・
子
育
て
計

画
の
作
成
時
に
考
え
て
い
く
。
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西深瀬地区の県単かんがい排水事業
　この事業は落堀川の下流に当たることから、
水路断面を幅2.5ｍ高さ1.5ｍの組立水路に拡
大する事業であり、東西を走る農免道路の南
側から三田叉川までを平成30年、令和元年度
に施工し、農免道路から上流部の（仮称）高富
インターチェンジまでの組立水路は令和元年
度から2年度までに完成を予定している。

大桑椿野トイレ
建設予定地
　おおが城山公園内に新築する
大桑椿野トイレについて、建築
計画図が提示され、建設予定地
を確認。下水については浄化槽
での処理になる。

Q
ー
1
上
水
道
の
配
水
量
に
対

し
、
そ
の
利
用
は
何
％
か
。

A
72
・
８
％
で
あ
る
が
、
漏
水
、

消
防
用
水
、
水
道
工
事
に
よ
る

洗
管
作
業
に
用
い
る
水
な
ど
の

増
減
に
よ
り
変
動
す
る
。

Q
ー
1
美
山
地
域
の
上
水
を
高

富
の
椎
倉
に
引
く
こ
と
が
で
き

る
の
か
。

A
上
水
道
の
給
水
区
域
の
変
更

が
伴
う
た
め
、
今
後
の
給
水
人

口
や
必
要
な
諸
条
件
の
計
画
策

定
を
考
え
、慎
重
に
検
討
す
る
。

Q
ー
1
水
道
の
漏
れ
対
策
は
。

A
漏
水
調
査
を
委
託
し
、
漏

水
が
判
明
し
た
場
合
は
修
繕
す

る
。
現
状
は
、
法
定
耐
用
年
数

40
年
以
上
経
過
し
た
老
朽
管
が

多
い
た
め
、
過
去
の
デ
ー
タ
と

管
路
の
法
定
耐
用
年
数
を
考
慮

し
、
優
先
順
位
を
決
め
配
水
管

布
設
替
工
事
を
進
め
る
。

Q
ー
1
下
水
道
の
接
続
率
40
％

を
超
え
て
い
る
が
実
際
は
何
％

か
。

令
和
元
年

第
２
回
定
例
会

 一
般
質
問

9
人
の
議
員
が
登
壇
し
、市
政
を
問
う

A
現
在
の
接
続
率
は
41
・
２
％

で
あ
る
。
今
後
も
接
続
率
向
上

の
た
め
、
３
年
以
上
経
過
し
た

各
家
庭
に
直
接
訪
問
し
接
続
推

進
に
努
め
る
。

Q
ー
2
美
山
の
バ
ル
ブ
か
ら
、

山
県
市
の
バ
ル
ブ
へ
と
変
わ
っ

た
今
、
製
造
工
程
に
関
わ
る
多

く
の
企
業
と
市
の
ア
ピ
ー
ル
の

た
め
に
一
冊
の
本
を
作
成
し
て

は
ど
う
か
。

A
地
域
未
来
投
資
促
進
法
の
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
本
市
の
基

幹
産
業
で
あ
る
水
栓
バ
ル
ブ
業

界
の
発
展
が
経
済
に
お
け
る
好

循
環
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
、

山
県
市
商
工
会
な
ど
と
連
携
し
、

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
令
和
元
年
度
に
水
栓
バ
ル
ブ

業
界
の
認
知
度
向
上
の
た
め
、

Ｐ
Ｒ
冊
子
の
作
成
を
予
定
し
て

い
る
。
作
成
に
当
た
っ
て
は
水

栓
バ
ル
ブ
業
界
関
係
者
の
意
見

を
聞
き
、
水
栓
バ
ル
ブ
発
祥
の

歴
史
を
ど
の
よ
う
に
残
し
て
い

く
か
に
つ
い
て
も
協
議
し
て
い

く
。

上水道の計画策定と下水道の接続推進をA

水栓バルブ業界と協議していくA石神　真 議員

屋根改修工事（ピッコロ療育センター）
　平成4年4月に開設された障害児通所支援
施設。平成30年度の利用実績（年間延べ人
数）は放課後等デイサービス494人、児童発
達支援845人。
　平成30年度からの繰越事業である屋根改
修工事は現況の屋根に直接ガルバリウム鋼板の瓦棒葺き、ゴムシー
ト防水、塗膜防水の施工をするものである。

放課後児童クラブ室改修工事（梅原小学校）
　施設は、平成30年度に梅原小学校敷地内に
新設され、施設内に男女別トイレ・静養スペー
スや収納スペースも設置されている。本年度は
外構工事を追加。クラブ室の改修により、1年
生から6年生までに児童の受入れが拡大された。

大桑城説明・
案内看板配置予定箇所
　伊佐美交差点から、椿野・はじかみ
林道・大桑城・四国堀などに誘導看板
10箇所、解説看板2箇所、遺跡説明看
板1箇所を設置予定。
　大河ドラマ「麒麟がくる」の放映を活
用し、山県市に足を運んでいただく人
に楽しんでいただけるよう整備を進め
ていただきたい。

厚生文教委員会（６月17日） （文責　寺町　祥江）

上水道の利用と下水道の接続率はQ-1

水栓バルブ発祥の歴史本の作成をQ-2
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Q
ー
1
改
正
水
道
法
に
お
け

る
見
解
は
。

A
人
口
減
少
に
伴
う
水
需

要
の
減
少
、
施
設
の
老
朽
化

な
ど
直
面
す
る
課
題
に
対
応

し
、
水
道
の
基
盤
強
化
を
図

る
。

Q
ー
1
広
域
化
に
よ
る
料
金

変
化
は
。

A
水
道
料
金
収
入
の
安
定
化

や
、
料
金
の
値
上
げ
幅
や
維

持
管
理
費
の
抑
制
な
ど
の
効

果
が
期
待
さ
れ
る
。
本
市
と

し
て
は
、
複
数
の
事
業
体
に

よ
る
料
金
決
定
が
複
雑
化
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
今

後
、
岐
阜
県
水
道
事
業
広
域

連
携
研
究
会
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。

Q
ー
1
民
営
化
に
よ
る
老
朽

化
な
ど
の
課
題
改
善
は
。

A
老
朽
管
の
更
新
、
施
設
の

耐
震
化
対
策
に
つ
い
て
今
後

多
額
の
費
用
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
課
題
が
改
善
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

Q
ー
2
骨
粗
し
ょ
う
症
は
閉

経
後
女
性
の
割
合
が
圧
倒
的

に
高
く
、
寝
た
き
り
に
な
る

原
因
で
あ
る
。
５
年
間
の
推

移
と
早
期
予
防
の
対
策
は
。

A
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高

齢
者
医
療
加
入
者
の
過
去
５

年
間
の
受
診
者
数
は
、
毎
年

男
性
が
３
０
０
人
前
後
、
女

性
が
１
９
０
０
人
を
超
え
て

い
る
。
若
い
う
ち
か
ら
の
カ

ル
シ
ウ
ム
摂
取
と
運
動
が
必

要
で
あ
る
こ
と
の
周
知
と
骨

粗
し
ょ
う
症
検
診
実
施
が
対

策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

Q
ー
3
子
ど
も
向
け
有
料
講

座
は
、
教
育
現
場
へ
の
見

本
と
も
な
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
へ
の
検
討

状
況
は
。

A
柔
軟
な
利
用
が
で
き
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
全
国
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
さ

れ
る
傾
向
に
あ
る
。
地
域
の

活
性
化
と
地
域
ニ
ー
ズ
を
捉

え
て
具
体
的
な
検
討
を
し
て

い
く
必
要
は
あ
る
。

Q
ー
3
地
域
高
齢
者
が
利
用

す
る
場
合
の
移
動
手
段
の
指

針
は
。

A
指
針
は
な
い
が
、
進
む
高

齢
化
社
会
に
お
い
て
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

こ
う
し
た
現
状
を
捉
え
、
関

係
部
署
と
も
連
携
を
し
な
が

ら
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
公
民
館

事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

操　知子 議員

Q
ー
1
女
性
活
躍
推
進
事
業

と
し
て
昨
年
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
は
。

A
本
市
独
自
の
認
定
基
準
を

設
定
す
べ
く
、
企
業
な
ど

２
０
０
社
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
59

社
よ
り
回
答
が
あ
っ
た
。

　
現
時
点
で
の
女
性
活
躍
を

目
指
す
企
業
は
４
社
と
な
っ

て
い
る
。

Q
ー
1
本
年
度
の
事
業
実
施

内
容
は
。

A「
山
県
市
版
女
性
活
躍
推

進
企
業
認
定
制
度
」を
創
設

し
、
制
度
名
称
、
認
定
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
決
定
し
、
市
内
の

企
業・事
業
所
な
ど
へ
Ｐ
Ｒ
、

説
明
会
を
開
催
す
る
。

　
本
年
度
内
の
認
定
を
目
指

し
、
女
性
活
躍
等
推
進
に
つ

い
て
も
取
り
組
み
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
。

Q
ー
2
保
育
園
の
運
営
に
つ

い
て
現
状
の
課
題
と
対
策

は
。

A
共
働
き
世
帯
の
増
加
に
伴

い
、
3
歳
未
満
児
の
保
育
需

要
が
増
加
し
、
時
間
外
保
育

の
充
実
な
ど
保
護
者
ニ
ー
ズ

が
多
様
化
し
て
い
る
。
こ
の

課
題
解
決
の
た
め
保
育
園
運

営
の
あ
り
方
を
児
童
福
祉
審

議
会
に
諮
問
し
審
議
し
て
い

く
。

Q
ー
2
今
年
度
の
自
然
体
験

型
保
育
の
実
施
内
容
は
。

A
年
長
児
を
対
象
に
、
み
や

ま
の
森
、
四
国
山
香
り
の
森

公
園
な
ど
で
講
師
を
招
き
、

自
然
の
草
木
な
ど
に
触
れ
遊

ぶ
体
験
を
年
間
４
回
予
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
自
然
体
験

保
育
の
人
材
を
育
成
す
る
た

め
の
研
修
会
や
保
育
士
の
先

進
地
研
修
を
予
定
し
て
い
る
。

Q
ー
2
高
富
児
童
館
と
子
ど

も
げ
ん
き
は
う
す
両
施
設
の

運
営
に
つ
い
て
、
保
育
内
容

を
基
準
化
・
価
値
化
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る

が
、市
が
目
指
す
保
育
の
姿・

方
向
性
は
。

A
民
間
活
力
を
積
極
的
に
活

用
し
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
り
、
将
来
に
わ
た
り

安
定
的
な
子
育
て
支
援
事
業

を
行
う
た
め
の
検
討
を
進
め

て
い
く
。
山
県
市
ら
し
い
子

育
て
支
援
事
業
を
基
準
化
・

価
値
化
す
る
た
め
の
認
定

は
、
近
隣
自
治
体
の
動
向
を

注
視
し
進
め
て
い
く
。

寺町 祥江 議員

女性活躍推進企業認定制度を創設A

水の安定供給を維持A
骨粗しょう症の
　早期予防が大切A

地域コミュニティの
場としての役割が大きいA

子育て支援は子どもの利益を最優先にA

女性活躍の推進事業の取り組みはQ-1

水道事業の現状と見解はQ-1

性差医療と女性の活躍推進Q-2

公民館のあり方はQ-3

日本一の子育て支援を目指す山県市の
保育・保育園、児童厚生施設とはQ-2
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Q
ー
1
近
年
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
優
位
性
は
大
き
く
、
今
後

危
険
箇
所
、
要
望
に
応
じ
て

の
設
置
の
考
え
は
。

A
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め

に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

進
め
て
い
く
。
ま
た
、
通
学

路
な
ど
、
地
域
か
ら
の
要
望

が
強
い
公
共
施
設
以
外
の
場

所
に
つ
い
て
は
、
設
置
に
対

す
る
補
助
制
度
の
導
入
も
念

頭
に
置
き
警
察
や
自
治
会
な

ど
と
協
議
を
進
め
る
。

Q
ー
1
市
所
有
車
両
へ
走
る

防
犯
カ
メ
ラ
と
し
て
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設
置
す
る

考
え
は
。

A
防
犯
に
も
一
定
の
効
果
が

期
待
で
き
る
ほ
か
、
職
員
の

交
通
安
全
意
識
の
向
上
に
も

繋
が
る
こ
と
か
ら
、
未
設
置

の
公
用
車
に
つ
い
て
、
使
用

頻
度
な
ど
を
勘
案
し
、
順
次

設
置
し
て
い
く
。

Q
ー
2
今
年
５
月
の
熱
中
症

児
童
７
名
の
救
急
搬
送
を
受

け
、
今
後
の
対
応
は
。

A
新
た
に「
山
県
市
立
小
中
学

校
熱
中
症
予
防
対
策
指
針
」

及
び
各
校
の「
熱
中
症
予
防

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成

し
、
熱
中
症
予
防
対
策
に
関

わ
る
実
効
性
の
あ
る
職
員
研

修
の
実
施
を
進
め
て
い
る
。

Q
ー
2
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー

設
置
の
考
え
は
。

A
他
市
町
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

ク
ー
ラ
ー
及
び
そ
の
他
の
熱

中
症
予
防
対
策
に
有
効
な
物

品
の
設
置
状
況
、
そ
の
効
果

や
費
用
負
担
先
な
ど
の
調
査

を
進
め
、
市
教
育
委
員
会
と

し
て
の
対
応
を
検
討
す
る
。

Q
ー
3
２
０
２
２
年
４
月
１

日
か
ら
民
法
の
改
正
に
伴

い
、
成
人
年
齢
が
18
歳
と
な

る
が
市
の
対
応
と
、
公
表
時

期
は
。

A
18
歳
は
受
験
や
就
職
な
ど

と
重
な
り
、
参
加
者
の
減
少

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
よ
り
大
勢
の
皆
さ
ん
に

参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

２
０
２
２
年
度
以
降
も
、
成

人
式
は
従
来
ど
お
り
20
歳
を

対
象
に
開
催
を
予
定
し
て
い

る
。

　
公
表
は
、
参
加
者
の
準
備

の
こ
と
を
考
慮
し
、
今
年

の
広
報
や
ま
が
た
８
月
号
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知

ら
せ
す
る
。

加藤 義信 議員

Q
貴
重
な
歴
史
遺
産
の
価
値

を
保
全
し
活
用
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
長
期
計

画
で
レ
ー
ザ
ー
測
量
や
発
掘

調
査
を
実
施
し
て
は
。

A
貴
重
な
史
跡
な
ど
を
保
護・

継
承
し
て
い
く
こ
と
は
、
教

育
委
員
会
の
責
務
で
あ
る
。

大
桑
城
跡
は
、
巨
石
を
伴
う

土
塁
な
ど
の
遺
構
は
確
認
さ

れ
て
い
る
が
、
本
格
的
な
調

査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
今
後
の
計
画
は
、
地
元
や

地
権
者
の
理
解
の
も
と
、
課

題
や
可
能
性
に
つ
い
て
具
体

的
に
検
討
を
し
て
い
く
。

　

レ
ー
ザ
ー
測
量
に
よ
る

デ
ー
タ
の
活
用
は
、
汎
用
性

も
あ
り
今
後
の
資
料
作
成
に

有
効
と
考
え
て
い
る
。

Q
古
い
写
真
の
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
化
や
伝
承
な
ど

を
調
査
・
整
理
し
て
は
。

A
具
体
的
に
進
め
、
後
世
に

伝
え
て
い
く
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

Q
郷
土
の
歴
史
に
親
し
む
歴

史
教
育
や
ふ
る
さ
と
教
育
の

取
り
組
み
は
。

A「
小
中
学
生
向
け
山
県
市

歴
史
概
観
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

成
」「
大
桑
城
や
桔
梗
塚
な

ど
に
関
わ
る
歴
史
施
設
体
験

活
動
の
実
施
」「
歴
史
に
興

味
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
社

会
科
課
題
追
究
作
品
づ
く
り

や
歴
史
講
座
参
加
へ
の
啓

発
」の
３
つ
の
方
向
で
歴
史

学
習
を
進
め
て
い
く
。

Q
幅
広
い
世
代
の
人
が
参
加

体
験
で
き
る
催
し
の
企
画

は
。

A
大
桑
城
の
史
跡
を
幅
広
い

世
代
に
伝
え
る
手
法
と
し
て

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
有
効
な

手
段
で
あ
る
。

　

本
年
５
月
に
山
県
市
観
光

協
会
が
行
っ
た
大
河
ド
ラ
マ

「
麒
麟
が
く
る
」に
ち
な
ん
だ

イ
ベ
ン
ト
の
経
験
を
生
か
し
、

「
ふ
る
さ
と
栗
ま
つ
り
」で
同

様
の
企
画
を
検
討
す
る
。

Q
観
光
ガ
イ
ド
の
育
成
や
組

織
体
制
づ
く
り
の
方
針
は
。

A
観
光
客
の
受
け
入
れ
の
た

め
大
河
ド
ラ
マ
放
映
ま
で
に

観
光
ガ
イ
ド
の
育
成
を
行
っ

て
い
く
。

加藤 裕章 議員

市と地域による防犯
対策を推進A

新たな指針に基づき対応A

20歳を対象に実施A

安心・安全なまちづくりをQ-1

熱中症予防対策をQ-2

成人式の対応はQ-3

大桑城跡の保全と活用は

貴重な遺産を活用し後世に伝えるA

Q
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Q
大
河
ド
ラ
マ「
麒
麟
が
く

る
」に
伴
い
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
も
出
来
上
が
り
、
マ
ス

コ
ミ
関
係
な
ど
に
ど
の
よ
う

な
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
き
た
か
。

A
岐
阜
県
や
関
係
市
町
と
連

携
し
た
広
報
活
動
を
実
施
す

る
た
め
の
調
整
を
行
い
、
機

会
が
あ
る
ご
と
に
、
新
聞
、

有
線
テ
レ
ビ
、
Ｆ
Ｍ
ぎ
ふ
な

ど
マ
ス
コ
ミ
へ
働
き
か
け

た
。
ま
た
、
本
市
や
関
係
団

体
が
行
う
集
客
力
の
高
い
イ

ベ
ン
ト
を
活
用
し
、
広
報
活

動
を
実
施
し
て
き
た
。

Q
大
河
ド
ラ
マ「
麒
麟
が
く

る
」
放
映
後
の
戦
略
・
位
置

付
け
は
何
を
考
え
て
い
る
の

か
。

　

将
来
の
観
光
資
源
と
し
て

維
持
管
理
す
る
の
か
、
一
過

性
の
も
の
と
み
て
い
る
の
か
。

A
整
備
し
た
観
光
資
源
は
、

今
後
の
ニ
ー
ズ
や
必
要
性
を

鑑
み
維
持
管
理
し
て
い
く
。

Q
産
業
と
結
び
つ
け
る
考
え

は
あ
る
か
。

A「
明
智
光
秀
」や「
大
桑
城
」

に
関
連
す
る
土
産
物
の
創
出

を
市
商
工
会
な
ど
と
協
力

し
、
展
開
し
て
い
る
。
農
林

畜
産
業
者
も
地
元
農
産
物
の

Ｐ
Ｒ
の
機
会
に
な
る
も
の
と

大
き
な
期
待
を
し
、
生
産
者

に
お
け
る
新
商
品
開
発
に
つ

い
て
も
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
。
本
市
と
し
て
も
商
品
開

発
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

Q
教
育
委
員
会
と
し
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

A「
麒
麟
が
く
る
」の
放
映
を

契
機
に
、
小
・
中
学
生
や
多

く
の
市
民
が
、「
ふ
る
さ
と

山
県
」の
歴
史
的
価
値
や
そ

の
魅
力
を
再
認
識
す
る
絶
好

の
機
会
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

現
時
点
で
は
、「
小
中
学

生
向
け
山
県
市
歴
史
概
観
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
」「
大
桑

城
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
」な
ど
を
計

画
し
て
い
る
。
学
校
教
育
と

生
涯
学
習
の
両
面
か
ら
継
続

的
・
発
展
的
な
取
り
組
み
と

な
る
よ
う
推
進
し
て
い
く
。

村瀬 誠三 議員

Q
２
５
６
号
高
富
バ
イ
パ
ス

は
都
市
計
画
街
路「
岐
阜
駅

高
富
線
」と
し
て
伊
佐
美
交

差
点
ま
で
４
車
線
道
路
で
都

市
計
画
決
定
済
み
だ
っ
た

が
、
市
は
バ
イ
パ
ス
２
車

線
で
対
応
可
能
な
交
通
量

１
万
１
５
０
０
台
と
県
が
推

計
し
た
こ
と
か
ら
イ
ン
タ
ー

以
北
を
４
車
線
か
ら
完
成
形

で
２
車
線
に
変
更
し
要
望
。

　
当
初
の
都
市
計
画
ど
お
り

県
事
業
２
５
６
号
高
富
北
バ

イ
パ
ス
は
用
地
４
車
線
、
暫

定
２
車
線
工
事
で
要
望
す
べ

き
で
は
。

A
将
来
交
通
量
推
計
で
も
２

車
線
で
対
応
可
能
な
交
通

量
で
あ
り
、
周
辺
土
地
利
用

を
考
慮
し
、
地
域
の
皆
様
に

と
っ
て
、よ
り
使
い
や
す
く
、

早
期
に
全
線
を
完
成
す
る
た

め
、
２
車
線
で
整
備
で
き
る

よ
う
岐
阜
土
木
事
務
所
に
要

望
し
て
い
る
。

Q
バ
イ
パ
ス
区
間
の
主
な
交

差
点
位
置
は
。
用
排
水
路
は

開
渠
構
造
で
断
面
拡
大
は
。

鳥
羽
川
の
合
流
部
高
架
で
地

元
要
望
な
ど
の
対
応
は
。

A
交
差
点
位
置
や
、
用
排
水

路
及
び
鳥
羽
川
の
合
流
部
に

つ
い
て
は
、
重
要
事
項
と
考

え
て
お
り
、
今
後
も
岐
阜
土

木
事
務
所
と
協
議
を
行
い
要

望
し
て
い
く
。

郷　明夫 議員

再び国道256号（仮称）高富北バイパスの
整備計画

効果的な道路整備の推進をA

イベントを活用し広報活動を実施A

観光資源のPR実績と今後の対応は

13400台
（※）

高富北バイパス
11500台

高富インター
10400台

4車線の
高富バイパス
11300台

7000台

東海環状自動車道
22100台

8000台

現256号
4600台

椎倉川椎倉川

鳥羽川鳥羽川

富岡
小学校
富岡
小学校

桜尾
小学校
桜尾
小学校

NN

16600台

数字は2035年
県推計交通量

※基準交通量（日単位）12000台以上は
　4車線が必要となる。

Q

Q
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Q
ー
1
美
山
地
域
を
中
心
に

市
の
発
展
に
つ
な
が
る
重
要

な
施
策
で
あ
る
水
栓
バ
ル
ブ

製
造
業
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事

業
。
今
後
の
展
開
は
。

A
今
年
度
を
最
終
年
度
と
す

る
の
で
は
な
く
、
３
年
間

実
施
し
て
き
た
水
栓
バ
ル
ブ

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
評

価
検
証
に
よ
る
結
果
を
も
と

に
、
次
年
度
以
降
新
た
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
。

Q
ー
1（
仮
称
）高
富
Ｉ
Ｃ
以

北
で
の
宅
地
開
発
な
ど
、
交

流
人
口
の
増
加
と
地
域
経
済

活
性
化
を
目
指
す
市
の
立
場

か
ら
こ
の
事
業
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
展
開
は
。

A「
企
業
立
地
土
地
情
報
」制

度
を
活
用
し
、
武
士
ヶ
洞
及

び
恋
洞
の
工
場
用
地
に
山
県

市
内
外
か
ら
企
業
進
出
が
決

定
し
た
。
現
在
は
美
山
地
域

の
馬
坂
工
場
用
地
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
地
域
経
済
の
発
展

と
就
業
機
会
の
増
大
の
た
め

企
業
立
地
の
促
進
に
努
め
て

い
く
。

Q
ー
2
保
育
の
見
直
し
に
関

す
る
委
員
会
の
構
成
メ
ン

バ
ー
、
検
討
の
内
容
、
検
討

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A
保
護
者
か
ら
の
早
朝
等
時

間
外
保
育
の
充
実
、
特
色
あ

る
保
育
活
動
な
ど
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、
保
育
園
民

営
化
も
一
つ
の
方
法
と
し
て

「
保
育
園
運
営
の
あ
り
方
」を

今
夏
か
ら
児
童
福
祉
審
議
会

に
諮
問
し
審
議
を
開
始
、
年

度
内
に
答
申
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
進
め
て
い
く
。

Q
ー
2
名
古
屋
に
お
け
る
小

規
模
保
育
の
実
践
の
視
察
な

ど
が
重
要
と
考
え
る
が
、
そ

の
意
向
は
あ
る
か
。

A
本
年
度
策
定
す
る「
第
２

期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」で
令
和
２
年
度
か

ら
５
年
間
、
０
歳
児
か
ら
５

歳
児
ま
で
の
保
育
必
要
量
を

算
出
し
、
そ
の
計
画
内
容
及

び
保
育
の
需
要
に
よ
っ
て
、

岐
阜
県
内
外
で
運
営
さ
れ
て

い
る
３
歳
未
満
児
の
小
規
模

保
育
施
設
の
視
察
も
必
要
に

な
る
と
考
え
る
。

福井 一德 議員

　
殺
処
分
後
の
新
た
な
課
題

に
向
け
た
解
決
策
や
、
イ
ノ

シ
シ
被
害
対
策
に
つ
い
て
の

市
の
対
応
は
。

Q
発
生
農
場
そ
れ
ぞ
れ
の
埋

却
数
は
。

A
上
願
１
５
０
３
頭
、
松
尾

３
６
３
７
頭
、大
桑
２
０
４
０

頭
、
田
栗
７
４
２
９
頭
の
計

１
万
４
６
０
９
頭
で
あ
る
。

Q
住
民
は
、
地
下
水
や
、
生

活
水
、
農
作
地
の
水
へ
の
汚

染
を
心
配
し
て
い
る
が
、
市

は
定
点
で
の
水
質
検
査
が
必

要
と
考
え
る
。市
の
考
え
は
。

A
水
質
検
査
は
県
が
実
施
す

る
が
市
独
自
の
検
査
も
検

討
中
で
あ
る
。
上
願
の
埋
設

場
所
近
く
３
箇
所
の
水
路
で

の
水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ

く
県
の
検
査（
５
月
）で
は
基

準
値
内
で
あ
っ
た
。
県
は
今

後
３
年
間
、
３
か
月
に
１
度

検
査
し
て
い
く
計
画
。
上
願

以
外
の
農
場
も
、
順
次
６
月

下
旬
か
ら
検
査
し
て
い
く
予

定
。
検
査
結
果
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

す
る
。

Q
想
定
外
の
こ
と
が
起
き
る

こ
と
も
あ
り
え
る
。
通
報
や

相
談
窓
口
は
ど
こ
に
な
る
か
。

A
市
役
所
農
林
畜
産
課
で
対

応
す
る
。

Q
限
定
さ
れ
た
人
が
罠
を
か

け
て
い
る
が
、市
の
指
導
は
。

A
昨
年
11
月
か
ら
３
月
15
日

ま
で
イ
ノ
シ
シ
へ
の
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
狩
猟
禁
止
に

な
っ
た
。
そ
の
期
間
中
も
県

の
委
託
を
受
け
、
県
猟
友
会

で
選
ば
れ
た
会
員
は
調
査
捕

獲
を
行
っ
て
き
た
。
本
市
と

し
て
も
、「
大
勢
で
現
場
に

入
る
と
イ
ノ
シ
シ
を
驚
か

せ
、
か
え
っ
て
拡
散
拡
大
を

招
く
」と
の
市
猟
友
会
の
意

見
を
踏
ま
え
、
調
査
捕
獲
従

事
者
の
み
に
捕
獲
許
可
を
出

し
た
経
緯
が
あ
る
。

Q
ワ
ク
チ
ン
散
布
の
他
に
、

市
独
自
の
捕
獲
も
必
要
で
は
。

A
立
入
自
粛
を
要
請
し
て
い

た
経
口
ワ
ク
チ
ン
散
布
区
域

内
で
も
、
調
査
捕
獲
従
事
者

以
外
に
捕
獲
許
可
を
す
る
予

定
で
あ
る
。

上野 欣也 議員

豚コレラ発生に伴う殺処分後の対策は

水質検査の実施とイノシシの捕獲をA

産業発展と企業立地促進を支援し効果的な道路整備の促進をA

保育園運営のあり方を審議開始A

国道256号バイパス道路整備の今後の展開はQ-1

保育の見直しに関する「検討委員会」の設置はQ-2

Q
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発
行

テレビ放映の
お知らせ

令和元年第３回（９月）定例会　本会議の「提案説明」と
「一般質問」をチャンネル長良川で放送します。
放送日時・チャンネル	10月４日（金）12時～CCN12
	 10月６日（日）17時～CCN12（サブチャンネル）

  2日（火）	 議会報編集委員会
	 議員協議会
11日（木）	 第102回東海市議会
	 議長会定期総会
16日（火）	 議会報編集委員会
24日（水）	 議会運営委員会

４月

▲第102回東海市議会議長会
定期総会

５月

  8日（水）	 議員協議会
13日（月）	 第１回臨時会
19日（日）	 第66回岐阜県聴覚
	 障害者大会
24日（金）	 中濃十市議会議長会議
25日（土）	 東海環状自動車道
	 岐阜山県第一
	 トンネル工事着工式
26日（日）	 第17回山県市消防操

法大会
31日（金）	 議会運営委員会

▲第17回山県市消防操法大会

編
集
後
記

　
新
元
号「
令
和
」を
迎
え
、5
月
に
臨
時
議
会
が
開
会
さ
れ
、

議
会
報
編
集
委
員
も
新
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
令
和
元
年
は
本
市
に
と
っ
て
重
要
な
年
に
な
り
ま
す
。

　
東
海
環
状
自
動
車
道（
仮
称
）高
富
Ｉ
Ｃ
の
開
通
を
今
年
度

末
に
控
え
、
周
辺
の
大
規
模
な
基
盤
整
備
事
業
が
進
む
事
に

な
り
ま
す
。
ま
た
山
県
市
ゆ
か
り
の
戦
国
武
将
明
智
光
秀
公

を
主
人
公
と
し
た
大
河
ド
ラ
マ「
麒
麟
が
く
る
」を
生
か
し
、

市
民
、
各
機
関
の
皆
さ
ん
と
共
に
山
県
市
を
全
国
へ
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
チ
ャ
ン
ス
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
議
会
報
編
集
委
員
会
で
は
、
定
例
会
、
特
別
委
員
会
、
そ

の
他
議
会
活
動
を
詳
し
く
、
分
か
り
や
す
く
市
民
の
み
な
さ

ん
へ
お
伝
え
で
き
る
よ
う
心
が

け
て
ま
い
り
ま
す
。

（
文
責
　
武
藤
　
孝
成
）

編
集
委
員

【
委 

員 

長
】 

武
藤
　
孝
成

【
副
委
員
長
】 

操
　
　
知
子

【
委
　
　
員
】 

村
瀬
　
誠
三

　
　
　
　
　 

郷
　
　
明
夫

　
　
　
　
　 

寺
町
　
祥
江

６月
  3日（月）	 全員協議会
  6日（木）	 第2回定例会本会議 開会
  8日（土）	 少年の主張大会
10日（月）	 議会運営委員会
11日（火）	 第95回全国市議会議長会
12日（水）	 第118回市議会議員
	 共済会代議員会
13日（木）	 本会議（質疑）
	 議会報編集委員会
14日（金）	 総務産業建設委員会
17日（月）	 厚生文教委員会
19日（水）	 本会議（一般質問）
20日（木）	 本会議（一般質問）
24日（月）	 議会運営委員会
	 本会議（委員長報告・質疑・

討論・採決・閉会）
	 議員協議会
28日（金）	 バスターミナル整備
	 特別委員会

　藤根圓六議員、吉田茂広議員が市議会議員として
市政の発展と振興に貢献された功績により、全国市
議会議長会及び東海市議会議長会から表彰状が贈ら
れ、6月定例会本会議において伝達されました。

9月  6日（金） 本会議（提案説明）
9月13日（金） 本会議（質疑）
9月18日（水） 総務産業建設委員会
9月19日（木） 厚生文教委員会
9月20日（金） 本会議（一般質問）
9月25日（水） 本会議（一般質問）

9月27日（金） 本会議（委員長報告・
討論・採決）

令和元年第３回（９月）
議会定例会予定

※会議は、原則午前10時より開会します。
※傍聴の受付は、住所・氏名のご記入です。

お気軽にお越しください。
※日程を変更することもありますので、事前

に議会事務局（22-6840）までお問い合わ
せください。

議会活動日誌

全国市議会議長会
東海市議会議長会 表彰

20年表彰 10年表彰


